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株式会社カナツー（以下、同社）は、０４年１２月に認証
取得した品質管理および品質保証のための国際標準モデ
ル ISO９００１に続き、去る３月２２日には環境マネジメント
システム構築のための ISO１４００１の認証を取得、台車専
門メーカーでは日本初となるダブル認証企業となった。
認証機関はともに英国規格協会のBSI ジャパン。
登録範囲は物流関連機器の設計・製造・販売／卸・販
売／輸出入／アフターサービス。登録事業所は本社・本
社分室（東京都千代田区）および新東京工場（茨城県稲
敷市）。
また、同社は、４月より主力製品のハンドトラック「静
音」シリーズに、「グリーン静音シリーズ」を新ライン
ナップに加えた。新製品は地球環境の保全に貢献する素
材を全面的に採用し、高品質と操作上の安全性を付加し
たポリオレフィン系樹脂の独自設計バンパー（荷重３００kg
タイプのみ）を標準装備。
「静音」は大手宅配便会社から研究を依頼され１９９２
年に業界で初めて開発、プロ仕様の高品質で多くのユー
ザーから支持を得てきた。ローマ字表記の登録商標
「SEION」「静音／SEION」から、０４年１０月には漢字のみ
の「静音」の商標も取得している。

＜新製品「グリーン静音シリーズ」の主な特徴＞
①独自キャスター設計により４０％の走行軽量化と２０％
の走行静音化を実現

②テーブル、キャスターにプラスチックを採用し、従来
比２０％の自重軽量化を図った。

③地球環境保全のため、樹脂デッキ、キャスター、スベ
リ止めゴム栓は再生素材を、緩衝ゴムにはオレフィン
樹脂を採用（PLA３００G、PLA３００G－DXのみ標準装
備）するなど徹底的な環境対応製品化を実現。

④塗装に対しても、有機溶剤を使用しない粉体塗装や毒
性のないRoHS 指令対応の三価クロムを採用。

⑤静音設計は、大規模小売店舗立地法の基準値となる状
態が空荷・積荷共に４０db をクリアしている。

詳しくは同社ホームページ
（http : //www.kanatsu.com／）を参照願います。
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TCM株式会社は、これまで商品力強化を目的に、港
湾ターミナルでコンテナ荷役作業に使用されるトランス
ファークレーンの現地生産化の検討を進めてきたが、こ
のたび、トランスファークレーンの世界最大のマーケッ
トである中国において、現地生産化に成功し、海外生産
第１号機が完成した。
トランスファークレーンの現地生産化は、２００５年よ
り中国江蘇省張家港（上海の北西約１１０km）の辻産業重
機（江蘇）有限公司で委託生産に着手し、このたびの海
外生産１号機の完成となったもの。
この１号機の完成と同時に、中国政府から中国生産の
認定も取得し、中国での本格的な現地生産体制が整っ
た。
現在、海外からの商談も活発であり、既に中国深セン
地区の馬湾コンテナターミナル社から６基を一括受注し
ており、この６基についても辻産業重機（江蘇）有限公
司で生産し、今秋に納入する。
今後、中国での現地生産を行うことにより、トランス
ファークレーンの年間生産能力は２０台から５０台になる。
この現地生産体制を活かし、中国、東南アジアを中心に
さらなる販売拡大を図っていく。

TCM株式会社

日本輸送機株式会社

日本輸送機株式会社（以下、同社）は、このほど岡山
大学（代表研究者：神代博士【現在は岡山県立大学情報
工学部助教授】）と提案した「冷凍倉庫におけるガイドレ
ス無人フォークリフト」の開発テーマが独立行政法人科
学技術振興機構（JST）の「平成１７年度委託開発採択課
題」に選ばれ企業化開発に着手した。
この委託開発は、文部科学省所轄の独立行政法人科学
技術振興機構（JST）が「独創的シーズ展開事業」とし
て大学や公的研究機関等の研究成果で、特に開発リスク
の高いものについて企業に開発費を支出して開発を委託
し、実用化を図るもの。
神代博士が開発した特許技術「CAD情報を用いた３
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次元認識手法および装置」は、カメラで撮影した平面映
像から立体の対象物を高速に認識する技術。CAD情報
を活用し、対象物の３次元情報を２次元の図形に変換す
る手法により、従来の３次元認識手法に比べ対象物の認
識スピードを大幅に向上させることができる。
同社は、その技術移転を受け、荷物や障害物などを素
早く認識して状況に応じた走行を行うなど、従来のガイ
ド方式では不可能であった、有人運転並みの性能を有す
るガイドレス方式の無人フォークリフトの開発に着手す
る。さらに、遠隔制御による作業支援システムを組み合
わせることにより、従来は有人でなければ困難であっ
た、冷蔵倉庫内で要求される多様な業務に対応可能な無
人フォークリフトの実用化を図る計画。
実現すれば路面上のガイド工事が一切不要となり、コ
ストの削減とともに工期短縮が可能となる。また、これ
までニーズは高かったが実用が困難なため進んでいなか
った冷凍倉庫の無人化が、本製品の実用化により一気に
加速する可能性がある。

ホクショー株式会社

ホクショー株式会社（以下、同社）は、物流センター
などの自動仕分けに使われるスライドシュー式仕分け搬
送機「オートソーター大型ASP」をモデルチェンジし
た。従来に比べ搬送、仕分けのスピードをアップする一
方、静音性を実現。韓国の大手通販会社に一号機を納入
する。
１９９１年に開発されたASP は、同社のスライドシュー
式機械では最も大型。小型タイプの「オートソーター小
型ASF」「オートソーターminiASS」を合わせ国内外で
３６０台以上の販売実績がある。
今回のモデルチェンジで、搬送、仕分けのスピードを
これまでより２５％アップし、毎分１２０メートルから１５０
メートルに。騒音対策として、静音タイプチェーン、駆
動部に二つのモーターを使うツインドライブ機構を採
用。さらに、軟質樹脂の使用などで商品を丁寧、確実に
仕分けることができるという。
初の納入先は、韓国のGSホームショッピング社がソ
ウル市近郊に設ける物流センター。ラインの長さは７６メ
ートルで２０の仕分けが可能。８月に稼働予定で、販売額
はバーコードリーダーなどシステム全体で三億五千万
円。

仕分搬送機を刷新
速度アップし静音性実現 初号機 韓国に納入
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日本通運株式会社

日本通運株式会社は、５月から SSE（上海スーパー
エクスプレス）高速輸送船（博多－上海間）を利用した
上海側高速輸入通関サービスを開始した。
このサービスは、中国における現地法人上海通運国際
物流有限公司（本社：上海市、社長：井沢裕治）が高速
輸入通関サービスを開始するのに伴い、日本から上海向
けに輸送される貨物を、日本と上海間のデータ交換を早
め、上海税関と直結した EDI システムをフルに活用し、
商品検験局や税関と効率的に対応することで、従来、通
関から配達まで４日を要していたものを、月曜日上海入
港船は水曜日（２日）、木曜日入港船は金曜日（１日）
に通関し配達を完了せるという高速サービス体制。
すでに博多港発着の輸出入通関は、２４時間体制で高速
通関サービスを提供しており、顧客から一定の評価を得
ている。
今般、上海側におけるサービス体制強化により、一貫
輸送サービス利便性の向上を図り、華東地区（上海市、
江蘇省、浙江省）に進出している日系企業を中心に日本
側で販売し、さらなる需要増加に対応してゆくものとす
る。

オークラ輸送機株式会社

オークラ輸送機株式会社（以下、同社）は、衛生管理
が一段と強化される食品工場に向け、新型食品コンベヤ
「ジャブコン／JMF」を開発、このほど新発売した。駆
動方式をシンプルな 2プーリ方式としたことで、ベル
ト着脱が簡単で、ベルトの蛇行が発生しにくく、また省
メンテであることなど、食品コンベヤに求められる様々
な機能を付加。
同社では汎用タイプの食品コンベヤの決定版として、
食品工場を中心に幅広く拡販していく。

上海における高速通関サービスを開始

食品工場が求める多機能を1台に
新型食品コンベヤを新発売


